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武蔵野銀行における
PFI事例紹介



株式会社武蔵野銀行名称

１９５２年（昭和２７年）３月６日設立

さいたま市大宮区桜木町１丁目１０番８本店所在地

営業店舗数１００か店（県内９３、県外７）ネットワーク

１，８８９名（２０２５年３月末現在）従業員数

武蔵野銀行について➀
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武蔵野銀行について②
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武蔵野銀行のＰＦＩ取組実績
２０１５年からＰＦＩ事業向け融資のアレンジ業務を開始
調印案件数:１１件（うちアレンジ７件）
契約金額 :約２６５億円（アレンジのみ）

春日部市立小・中学校普通教室等エアコン整備春日部市２０１６年３月

大宮区役所新庁舎整備事業さいたま市２０１６年９月

さいたま市立中等教育学校整備事業さいたま市２０１７年３月

所沢市民文化センター改修事業所沢市２０１８年１２月

和光市広沢複合施設整備・運営事業和光市２０１９年８月

余熱利用施設及び（仮称）本多静六記念市民の森・緑の公園一体整備運営事業久喜市２０２４年９月

五霞町定住促進住宅整備事業五霞町（茨城県）２０２５年３月

大宮区役所新庁舎
所沢市民文化センター

ミューズ
和光市広沢複合施設

余熱利用施設及び（仮称）

本多静六記念市民の森・緑の公園
五霞町定住促進住宅 4
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和光市
広沢複合
施設
「わぴあ」



和光市発注者

代表企業:ユニ・アジアキャピタルジャパン株式会社
構成企業:株式会社ティップネス、株式会社スーツ、パートナーズ・ワン株式会社、

株式会社淺沼組、株式会社綜企画設計、東京建物リゾート株式会社
民間事業者

総合児童センター・市民プール、認定こども園、民間収益施設、児童発達支援センター、健康増進セ
ンター、カフェ・レストラン・コワーキングスペース、広場、診療所、駐車場対象施設

２０１９年８月～２０４１年３月事業期間

約５７億円事業費

「市民・行政・民間事業者みんなでつくる交流拠点」を基本理念に掲げ、
「コレクティブインパクト・リスト」を公表特徴

和光市広沢複合施設整備・運営事業

6



総合児童センター
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市民プール

8



おふろの王様和光店
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和光市児童発達支援センターやまぼうし
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広場、駐車場
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その他施設
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 コレクティブインパクトとは＝地元連携
特徴的な取組み

13



特徴的な取組み
 コレクティブインパクト・リストとは
和光市広沢複合施設整備・運営事業は、「市民・行政・民間事業者みんなでつくる交流拠点」を
基本理念に掲げています。この基本理念に賛同し、本事業への参加検討をしている地元企業・
NPO、ソーシャルビジネス事業者等の情報を「コレクティブインパクト・リスト」として公表し、本事業の
運営事業者に情報提供するものです。
運営事業者が、リスト掲載者と連絡をとり、協力していただく契機となることを期待しています。
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特徴的な取組み
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特徴的な取組み
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特徴的な取組み
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特徴的な取組み
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特徴的な取組み

≪参考≫弊行ニュースリリース➀
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≪参考≫弊行ニュースリリース②

20



≪参考≫弊行ニュースリリース③
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本資料に関するお問い合わせは下記宛先までお願いいたします。

株式会社 武蔵野銀行
法人コンサルティング部 法人営業グループ

ストラクチャードファイナンスチーム
◆小山 貴司 ◆上島 秀太

TEL ０４８－６４１－６１１１（代）
e-mail houjin-sf@musashino.bank

本資料は、株式会社武蔵野銀行（以下「武蔵野銀行」）のPFIのご案内のみを目的としており、本資料に記載のサービスを武蔵野銀行が行うこと
を確約したものではありません。本資料に含まれる情報がもたらす一切の影響、本資料の内容に関する正確性、妥当性、法務上のコンプライアンス
等の責任は、すべて資料を使用する者にあります。
武蔵野銀行は、本資料の内容の正確性及び完全性について万全を期しておりますが、これを保証するものではなく、責任を負うことはできません。
また、本資料の表現には武蔵野銀行の主観的な判断が含まれております。また、本資料はいかなる解釈においても法的拘力を持つものではありませ
ん。

お問い合わせ先


